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「ぎゅっ」と抱きしめていますか？ 

人権教育担当  
４歳のわが子は、ときどき「ぎゅっとして」と言ってきます。平均より体重が重いこともあり、忙しいときには「今は

無理」「あとでね」と答えてしまうことがあります。すると、だんだん不機嫌になってしまいます。 

そんなとき、「ぎゅっ」と声を出しながら抱きしめると、不思議なことに、さっきまでの駄々っ子がうそのように落ち

着き、満足した様子で別の遊びを始めます。その姿を見るたびに、ほんの短い触れ合いでも、子どもにとっては

「愛されている」と感じることができる、大切な時間なのだと実感します。 

以前、１年生のときに担任をした子どもが、５年生になって声をかけてくれたことがありました。 

「先生が頭をなでてくれたのが、とっても嬉しかったです。」 

その言葉が心に残り、それからは「かわいいな」と思いながら、子どもたちの頭をなでることが増えました。桜丘

の子どもたちの頭も、ついなでてしまいます。 

子どもが小学校に入学すると、「もう小学生だから」と、つい甘えさせまいとしたり、逆に大人が「これして」「あ

れして」と頼る場面が増えたりします。しかし、小学生の子どもたちは、生まれてからまだ６年から 12 年しか生き

ていません。経験も、私たち大人の半分にも満たないのです。学年に応じた関わりは大切ですが、子どもたちは今

も、周りの大人との触れ合いや温もりを必要としています。 

令和２年４月１日、「西脇市こどもの笑顔をはぐくむ条例」が施行されました。この条

例は、「安心して子どもを育て、子どもが夢を持ち、笑顔で健やかに成長できる社会」の

実現を目指しています。子育ての第一の責任は保護者の皆さんにありますが、子どもた

ちは地域社会の大切な一員です。私たち教職員も、保護者の皆さんとともに、子どもた

ちの成長を支えていきたいと考えています。とはいえ、愛情をこめて「ぎゅっ」と抱きしめ

られる一番身近な存在は、やはり保護者の皆さんです。 

どうか、日々の中でたくさんの愛情を子どもたちに伝えてあげてください。 「ぎゅっ♡」 

 

 

 ＜２月・３月の予定＞ （※毎週金曜日は職員定時退勤日です。） 
日 月 火 水 木 金 土 

２/15 16 17 18 19 20 21 

 

 

 

 

おかえり運動 

（～20日） 

児童集会 

入学説明会 委員会活動 
チェリー班活動 

SＣ来校日 

代表委員会 

学級委員投票用紙配布 
 

22 ２3 ２４ ２５ ２６ ２７ ２8 

 

 

 

 

天皇誕生日  クラブ活動 
新入生体験入学 

学童入所説明会 

サンキュー集会 

学級委員投票〆切 
 

３/１ 2 3 4 5 6 7 

 

 

 

 

感謝のつどい  職員会議 

口座振替日 

PTA地区委員会 

SＣ来校日 

  

8 9 10 11 12 13 14 

 

 

 

 

児童集会  委員会活動 アフタースタディ 代表委員会  



 

 

３年生学級目標なかよく・たすけあい・きりかえ 
 

なかよく ：休み時間はみんなの元気な声がたえません。 

たすけあい  ：算数の問題が早くできた子は、まだ頑張っている子のところで根気

よくヒントを出しています。 

タブレットが得意な子は、苦手な子に何度でも操作を教えてあげて

います。 

また、総合的な学習の時間には、みんなで作業を分担して多くの黒

豆を収穫することができました。 

きりかえ ：休み時間から切り替えられてない子に声をかけ、切り替えを促せる

子が出てきました。 

もう少しで今年度が終わります。４年生に向けてますます素敵な仲間になれる 

よう、残りの時間を過ごしたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育を通して                          食育担当 

「おなかすいたなあ。」「今日は○○が出るみたい。楽しみだな。」と給食を楽

しみにする声が聞こえてきます。教室に掲示されている献立表を見て、会話が弾

む様子も。１月には阪神淡路大震災の教訓から「防災給食」、そして「世界の国

の料理」などのメニューが登場しました。お昼の放送では、委員会の子たちが、

その日の食材や献立にちなんだミニ情報を放送してくれています。また、月に数

回、給食センターから栄養教諭の松山先生が作り手の思いも含めて話をしに

来てくれています。給食が「食」に対する知識を習得したり関心を高めたりする

よいきっかけとなることを願っています。  

桜丘小学校では、生活科や総合的な学習の時間に野菜を栽培するなど、日々の学習にも「食育」を取り

入れています。野菜を育てるために必要なことなど考える

ことを通して育てる難しさを学ぶと同時に、育っているとい

う喜びを知ることにつながります。また、自分たちの手で調

理することで、食べ物への感謝を学ぶことができます。  

 子どもたちが一生涯にわたって健やかに生きていくこと

ができるように、これからも桜丘小学校では日々の教育

活動に食育を取り入れてまいります。  
 

３年生 さつまいも調理 

給食室前掲示板 食に関する情報を掲示しています。 


